
総社市総合計画（第３次総合計画）
総社市都市計画マスタープラン

R8年度～R17年度（2026～2035）

まちづくりの目標

総社市民であることにしあわせを感じられるまち

市民が幸せを感じ，長く安心して暮らせるまちを目指す
※１ 総合計画の「やさしさ」を市民のしあわせとして表現

基本目標

〇都市と自然のバランスがとれた持続可能なまち総社（総合計画 基本目標１・２・４）

・集約都市，多極ネットワーク型都市構造 （１）

・市街地整備、産業用地・住宅地の確保 （２）

・自然環境の保全，自然との共生 （１）

・集落コミュニティの維持，多様性のある暮らし （４）

・市民協働，公民連携のまちづくり （４）

〇人にやさしく，人が中心のまち総社（総合計画 基本目標１・３・４）

・中心市街地の活性化，歩いて暮らせる便利なまち（１）

・居住誘導，既存ストックの有効活用 （１）

・地域拠点づくり，住み慣れた地域での生活 （１）

・ユニバーサルデザイン，居場所づくり （３・４）

・防災減災，国土強靭化 （１）

〇社会環境の変化，まちづくりの進化に適応できるまち総社（総合計画 基本目標１）

・維持管理，長寿命化 （１）

・地球温暖化対策，環境負荷の低減 （１）

・デジタル技術（AI・ICT技術）の活用 （全般）

将来都市像

「挑戦 岡山の新都心 総社」～全国屈指の福祉文化先駆都市～

基本理念

日本一市民にやさしいまちを創る

困っている時に相談しやすく，地域の中で助けてもらえる環境が身近に
あるまち

※２ 総合計画の理念や目標を都市計画空間における具体的目標へ
落とし込み，まちの将来像を物理的に構築
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【土地利用・市街地整備の方針図】


